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活動テーマ 三重県におけるアートマネージメント養成プログラムの開発 

実施期間 平成 31 年 4 月 1 日 ～ 令和 2 年 3 月 31 日 

活動内容 

（１）具体的な活動実施内容 

本活動は、本学と三重県との「実演芸術の振興等にかかる連携に関する協定」伴 

い、2014年度から三重県文化会館と共催で開講している人材育成講座である。毎 

年、テーマを定めて開講しているが、2019年度は「アーティストからみたアート 

マネージメント」と題して、3コマの講座と 2コマのワークショップ、そして座談

会を 2019年 10月 15 日に本学三翠ホール内小ホールで開催した。地域で活動をし

ている 3名のアーティストによる講座と WSは、これまでの活動を総括する内容と

なり、学生や教職員、劇場関係者や地域アーティストの参加により充実した講座を

展開することができた。また、3年間の総括として、シンポジウムも開催した。な

お、3年間継続している「舞台技術講座」は、今年度は松坂市での出張講座を行い、

毎年、津市以外の地域でも開講できたことは、地域の舞台技術環境を推進するため

にも実りあるものとなった。 

（２）地域への貢献（地域の発展・活性化への寄与，広がり） 

 三重県の「新しいみえの文化振興」では、文化振興に関わる多彩な人材育成を目

的としている。アートを通して、地域での教育、福祉の現場、またアーティストと

地域住民の社会活動など「アートマネージメント」の考え方を身につけた人材が三

重の地で育成されることは、三重県の文化度を高め、三重県の地域振興に繋がるも

のである。 

（３）共同実施者との連携状況  

共同実施団体の三重県文化会館とは、すでにこれまでも講座を共同実施しているた

め、今回も講座企画の内容や講師の人選を含めて、よきプログラムを練ることがで

きた。本活動は今年度で終了するが、三重県文化会館とは引き続き本学や県内での

実演芸術振興のために協力体制を継続する。 

（４）大学の教育・研究成果のかかわり 

今年度の活動内容と成果については、人文学部の「三重の文化と社会」に活動報告

の寄稿を行った。 

（５）イベント等開催実績（名称，実施場所，参加人数等） 

9月 4日「舞台技術講座」＠三重県文化会館小ホール 18名 

10 月 15 日 AM 講座「アーティストからみたアートマネージメント」＠三重大学講

堂内小ホール 延べ 236名 

11月 14 日「舞台技術講座」＠松阪農業屋コミュニティ文化センター 15名  



 

（６）これまでの取組みによって得られた具体的な成果について 
本活動の 3年間の取り組みによって、本学および三重県内においてもアートと地

域（社会）を媒介する「アートマネージメント」の概念への理解が深まるとともに、

3 年間の多角的な講義内容によって、本学内以外でも、県や市町村の文化事業担当

者、文化施設職員、県内のアーティスト関係者などの受講を通して、地域の文化芸

術の水準の向上に寄与したと考えられる。とくに実践的な演劇を通したワークショ

ップの開催は、教育や福祉に関わる人たちには、コミュニケーションのとりかたも

含めて大きなヒントとなったであろう。なお、この 3年間の取り組みに参加した人

文学部文化学科の学生 2 名が 2020 年 4 月から国と名古屋市の芸術文化事業財団に

就職したこともひとつの成果である。文化学科の授業、および、アートマネージメ

ントの講座を通して、わが国や地域のこれからの芸術文化を担う人材を輩出できた

ことは喜ばしい。本取り組みは、これで終了するが、三重県文化会館との協力体制

は続くので、今後も機会があれば、単発で開催していきたい。 

 

 

 


